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　The roles of loss aversion and inhibition among alternatives are often examined in models of decoy effects 
that arise in choices among three alternatives differing on two attributes. An alternative theory, integrating loss 
aversion and attention switching into a nonlinear model (LCA model: Usher & McClelland, 2004), has been 
proposed. Phantom decoys are alternatives that asymmetrically dominate a targeted alternative and yet lead to 
the increased selection of that alternative even when the decoy is declared to be unavailable; this is called as 
the “phantom effect”. To examined in the LCA model of with respect to the phantom effect, so that we operated 
used some various phantom decoys in two-dimensional space. We found that the LCA model accounted for the 
phantom effect. The global inhibition accounts for the phantom effect and the boomerang effect of the negative 
phantom effect.
　2 属性 2 選択肢意思決定場面（何かを選択する
という場面において，目の前の選択肢の価値が 2
つの属性（例えば性能と価格など）で定義されて







らに，2 属性 3 選択肢意思決定場面において，「お
とり効果（decoy effect）」という知見が確認され
ている（Pettibone, 2012）。それは，等価である 2
選択肢 Target，Competitor（以下，T, C と略記）に，
おとり選択肢を追加することで，選択肢 T の選
択率が増加する現象をいう。代表的なおとり効果
として，（a）魅力効果（attraction effect: T よりも
劣る選択肢を加えることで，T の選択率が増加す
る現象（Huber, Payne, & Puto, 1982），（b）類似性
効果（similarity effect: C と似ている選択肢を加え
ることで，T の選択率が増加する現象（Tversky, 





























こともある（Pratkanis & Farquhar, 1992）。また，
Pettibone &Wedell（2007）の実験参加者の一部に















ル（context dependent model）がある（Tversky & 
Simonson, 1993）。このモデルは，各選択肢の効用





































































ロセスからなる。注意ランダムでは，w は属性 e, 







　Ai (t+1) = λ Ai (t) + (1–λ)(Ii (t) – β (Σj ≠ i Aj (t)) 
　　　　　+ e(m, SD)) （1）



























































る傾向）が報告されている（Pettibone & Wedell, 
2007）。Pettibone らは，選択肢セットに存在する




LCA モデルによるおとり効果の説明（Usher & McClelland, 2004）
魅力効果 妥協効果 類似性効果
時間の経過 初期から発生 . 増大 後期から発生 . 増大 増減
情報の統合度の高さ 増大 増大 減少

















がないことを示している（Tversky & Simonson, 











２の値により表現される。T, C の属性 1 と属性
2 の値はそれぞれ，（.15, .85），（.85, .15）であり，
魅力効果条件のおとり選択肢は（.10, .80）であっ
た。妥協効果条件のおとり選択肢は（.50, .50）とし，
先行研究の結果（Usher & McClelland, 2004）と比






グローバル抑制β = .25，ノイズ e (m = 0, SD = .2)
に設定した。なお，λは通常 .94 に設定されるが，
事前テストでは Usher & McClelland（2004）の先
行研究との比較のため，.999 に設定した。また，
先行研究通り，時間ラグ t は 500 とし，モンテカ
ルロ・シミュレーションは 1000回行った。これは，
1000 人の意思決定データを模したものである。
　 決 定 ル ー ル　 従 来 の 研 究 で は（Usher & 








frequency）を用いた（Usher & McClelland, 2004）。
選択率は， LCA モデルにより出力された t 時点の
選択肢（出力ユニット Ai）の活性値が，他の選択
肢よりも大きかった割合をさす。最長時間ステッ
プは 500 時点である。時系列データは，1000 回
のデータを加算平均したものであった。時系列で
はなく，固定したデータである選択率と活性値は，









0 < t < 50，t = 50 付近で発生した（T の選択率は









ある（Pettibone & Wedell, 2000）。また，幻選択肢
は，記憶保持・過去経験など文脈依存的な参照点
の選択肢として機能すると考えられる（Pettibone 













表現した LCA モデルの設定と類似している。T と




　IT= V(Dtc )+V(Dtp )+Io （2）
　IC= V(Dct )+V(Dcp )+Io （3）
　IP= V(Dpt )+V(Dpc )+Io　 （4）
とした。Dij は選択肢 i と j の期待値を比較し，
差分した値を，V は損失忌避関数を表している




　AT (t+1)=λAT (t)+(1–λ)(IT (t)–β (AC (t)+IP (t))+e (m, SD) ) 
 （5）
　AC (t+1)=λAC (t)+(1–λ)(IC (t)–β (AT (t)+IP (t))+e (m, SD) ) 
 （6）









す。T 選択率は C 選択率よりも高く，幻効果が見
いだされた。また Figure 3, 4 で読み取れるように，
λが .94 よりも .999 の方が，幻効果が明確に現れ
Table 2
λ =.999 での各おとり効果条件における選択率と活性値（左から T, C, D）
魅力効果 妥協効果 類似性効果
先行研究（Usher & McClelland，2004） .87, .13, .0 .07, .07, .84 .12, .70, .18
本研究 .88, .13, .0 .07, .08, .84 .12, .67, .19
本研究における活性値 .15, .12, .11 .13, .13, .15 .10, .14, .14
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ることがわかった。また，幻効果（λ = .94）は，
早い段階（0 < t < 50）で発生していることが示さ














Figure 2.　本研究における幻効果の LCA モデル。
Table 3







Figure 3.　シミュレーション 1（幻効果）: λ =.94 と設定した場合，時間ラグ（x 軸）における選択率
（破線は C 選択肢，実線は T 選択肢の選択率を示す）。
Figure 4.　シミュレーション 1（幻効果）: λ =.999 と設定した場合，時間ラグ（x 軸）における選択率
（破線は C 選択肢，実線は T 選択肢の選択率を示す）。
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は，P は T と類似しているが，C はそうではない。 
抑制パラメーターが低いと，T 選択率が高くなり，
幻効果が強く現れている。しかし，抑制パラメー
































確認された（0 < t < 50）。その時の T の選択率
は，.50 < T < .58 付近であった。
総合考察









　従来の研究結果（Usher & McClelland, 2004）と
比較すると，幻効果の発生は（0 < t < 50）, 妥協











Figure 6.　シミュレーション 2（多数効果）: 時間ラグ（x 軸）における選択率



































ミュレーション 2 の結果は，幻選択肢が，T 選択
肢と同等のものであってもおとり効果（多数効果）
が発生することを示している。シミュレーション
1，2 の結果は，幻選択肢が，必ずしも T よりも「望

































ているため（Busemeyer & Townsend, 1993；Roe 
et al., 2001；Trueblood, Brown, & Heathcote, 2014; 
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